
一酸化炭素中毒の防止について

東京労働局労働基準部健康課
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• 一酸化炭素（CO）とは
〇無色無臭で空気とほぼ同じ重さのガス（若干軽い）。
〇血液中のヘモグロビンと結合しやすく、体内への酸素供給
を妨げる。

→建設業においては、通風不十分な場所での
１ 内燃機関（ガソリンエンジン等）を動力源とする小型産業用
機械の稼働
２ コンクリート養生作業に用いる練炭コンロ等の使用
３ 暖房用器具の不完全燃焼
等により、一酸化炭素中毒が発生しています。
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１ 一酸化炭素の人体への影響



１ 一酸化炭素の人体への影響

我々の呼気に含まれる「一酸化炭素」は、無色、無臭の
気体で、「練炭」や「厨房機器」のほか、建設現場で使用
される「ガソリン式の発電機等」からも発生します。

空気中の一酸化炭素濃度が「200ppm」の場合、２～３
時間で軽い頭痛を起こし、「800ppm」では２時間で失
神、「1,600ppm」では２時間で死亡すると言われていま
す。

厚生労働省のガイドラインや学会基準（許容濃度）で
は、空気中の一酸化炭素濃度を「50ppm」以下に保つこと
を求めています。

１ 一酸化炭素の人体への影響



平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

死亡者数 2 0 1 0 1 0

休業者数 5 5 6 3 11 13

発生件数 6 3 7 3 6 5
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死亡者数 2 0 0 0 1 0

休業者数 5 3 5 2 5 9
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東京、全産業 東京、建設業

平成３０年の一酸化炭素中毒の発生件数は、全産業で5件うち建設業で3件となっています。平成25年か
ら平成30年までの6年間を見ると、全産業で30件の発生がありましたが、そのうち建設業での発生が7割
（21件）を占めています。

２ 一酸化炭素中毒による労働災害発生状況



東京労働局管内で、今年に入り、立て続けに同様の災害が発生している。

３ 建設業における死亡災害事例（東京）

○令和元年９月
解体中の2階建てアパートで、作業員3名が

倒れているのが見つかった。 ２名が死亡、1
名が意識不明の重体。一酸化炭素中毒の疑い。

○令和元年10月
4階建て建物の内装工事現場で、作業員数

名が倒れ、救急搬送。一酸化炭素中毒の疑い。

事例① 事例②最近の事例（令和元年）

3 建設業における一酸化炭素中毒による災害事例（東京）



平成30年は死亡者はいないものの、平成25年以降、最
も休業者数が多かった。

３ 建設業における死亡災害事例（東京）

○１２月 に発生

内装改修工事において、床コンクリートの撤去作業をエンジンカッタ
ーを用いて行っていたが、作業開始から約５０分後に作業員２人の体
調が悪くなり、そのうち１人は意識がもうろうとした状態となったため、全
員を退避させ救急車を呼んだ。その後に軽い体調不良を起こした２人も
含め、計４人が救急搬送された。

→ 休業見込（１か月間） 1名 不休 3名

事例①事例②平成30年に発生した事例

3 建設業における一酸化炭素中毒による災害事例（東京）



東京労働局管内でここ数年間に発生した建設業における
一酸化炭素中毒による死亡災害事例です。

３ 建設業における死亡災害事例

○平成23年3月発生（１名死亡）
○道路建設工事業（20歳代）
○発生概要

夜間道路工事の現場監督補助業務のため、
現場付近の路上に駐車した社用車内で待機

中、
資材置き場にあった「エンジン式発電機」に
接続したパソコンを用いて書類作成を行って
いた被災者が翌朝、心肺停止状態で発見され
たもの（助手席の窓ガラスのみが10cm程度
空いていた状態であった）

事例①

○平成24年12月発生（１名死亡）
○建築工事業（30歳代）
○発生概要

被災者は、マンションの階段室（共用内部
階段）において、塗装にて壁面に模様を付け
る作業を行っていたところ、床に倒れている
状態で発見されたもの。
作業は単独により行われており、被災者が

倒れていた箇所には、燃料が空となった「エ
ンジン式コンプレッサー」が置かれていた。

事例②

○平成2９年7月発生（１名死亡）
○建築工事業（30歳代）
○発生概要 被災者は、校舎の耐震補強工事において、ビ
ニールシートで養生された箇所で、ガソリンエンジン溶接機
を使用して一人で溶接作業を行っていたところ、意識のない
状態で横たわっているところを発見され、搬送された病院に
おいて急性一酸化炭素中毒による死亡が確認された。

→（原因）換気なし、呼吸用保護具の使用なし、危険性の認識
なし（教育の未実施）、危険機械の認識の共有や連絡調整
の怠り

平成29年に発生した事例

①一酸化炭素中毒による危険性認識の不足
②狭あい空間、密閉された空間における不十分な換気

がいずれの事例にも共通して見られます。

東京労働局管内で発生したこれらの事例と同様の災害が全国
の建設現場で繰り返し発生しています。

3 建設業における一酸化炭素中毒による災害事例（東京）



～作業管理～
原則 自然換気が不十分なところでの、内燃機関等の使用禁止！

→以下はやむを得ない場合の措置
（１）作業開始前
①COの発生の少ない機材の選択
②機材、警報装置の損傷、故障等の有無の点検
③労働者の人数分以上の呼吸用保護具の確認
④呼吸用保護具の損傷のないこと、清潔の保持されていること
の確認
⑤関係者に対してCOの有害性の周知徹底
⑥立ち入り禁止箇所の作業再開時のCO測定、CO濃度上昇の場合
は換気の実施
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４ 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）



（２）作業中の管理

①継続的な換気とCO濃度測定の実施

②必要に応じて適切な保護具の使用

③作業手順書に基づく作業の実施

保護具について・・・
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）



（３）作業終了後の管理

①使用済み防毒マスクのCO吸収缶の破棄

②呼吸用保護具は、作業終了後十分に清掃又は洗浄し、清

潔に保持

（４）異常時の措置

①速やかに作業に従事している労働者及び作業場所付近の

労働者を安全な場所に退避させる。

②再び作業場所に入らせる際は、十分に喚起し、CO濃度及び酸

素濃度を確認の上で、適切な呼吸用保護具を着用させる。呼吸用

保護具の吸収缶は交換して使用する。
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）



～作業環境管理～

①自然換気の場合、十分な換気（濃度計で測定）の確認

②換気は時間的に均一に行われるようにする

③作業開始前に、換気の効果をCOガス濃度計で確認する

④換気ファンの能力は風量（吹出し口又は吹込み口）を実測し

て確認する等
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）

～警報装置の使用～



～労働衛生教育～

①雇入れ時等の教育

作業管理、作業環境管理、換気設備・警報装置・呼吸用保

護具の使用方法、COの有害性等

②日常の教育

・当日作業の確認、注意事項や作業前説明

・ COの有害性、換気設備や呼吸用保護具等の使用方法等

の周知

③緊急時の訓練
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）



～健康管理～

①雇入れ時の健康診断及び定期健康診断を実施

②健康診断実施結果により適切な健康診断実施後の措置を講

ずる
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）

～労働衛生管理体制～

専門工事業者が行うこと
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4 建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの概要（平成10年6月1日）

元方事業者が行うこと



建設現場におけるエンジン式の発電機等による一酸化炭
素中毒を防止するためには、どのような対策が必要でしょ
うか。

～建設現場で一酸化炭素中毒を防ぐには～

① 一酸化炭素の発生が少ない機器の採用
② 事前の換気計画の作成と余裕ある換気の実施
③ 作業時における一酸化炭素濃度の把握point

建設現場を取巻く様々な実情と、今回の実証試験から得
られた知見を踏まえると、次のようなことが言えます。

「千差万別」な環境で作業を行う建設現場では、事前計
画に基づく換気を行ったとしても、期待通りの結果が得ら
れるとは限りません。

➡余裕をもった換気に加え、携帯用の「計測機
器」や「警報器」なども用い、実際の作業時に
おける一酸化炭素濃度の把握に努めてくださ
い。

～建設現場での一酸化炭素中毒を防ぐには～


